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DASを用いた表面波探査のための位相速度の周波数特性の取得

Acquiring distributions of phase velocity for wave frequency to use

DAS for surface wave method
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　近年光ファイバーを用いた分布型音響センシング（distributed acoustic sensing：DAS）技術の開発が進ん

でいる。石油開発の試験坑井を用いた探査で試験探査の報告が頻繁に行われている。一方，浅部地盤用途で

は，DASは低価格な光ファイバーをセンサーとして長区間の記録が取得できるため，特にモニタリング用途に

将来性が期待されている。堤防探査や浅部地盤調査等で弾性波を用いた物理探査を行う際に，現在主流な方法

は表面波探査である。したがって，DAS技術を用いて浅部地盤探査を行う際に，表面波の記録を観測し，解析

できることが重要となる。そこで，土研構内に埋設設置した光ファイバーを用いて，表面波の記録を取得し

た。ジオフォンに比べるとs/nは不良であるが，表面波の伝播が特定できる波形記録が得られた。CMP-CC解

析により周波数ごとの位相速度を求めたところ，良好な分散特性イメージを得ることができた。最短波長で約

6.5mの波の位相速度を特定することができた。ただし，一部の地点では位相速度の特定を行うことができてお

らず，原因解明と解析手法の改良を行っている。安定して分散曲線を取得できるようになれば，DASを用いる

ことにより表面波探査が行えるようになり，普及開発へ向けた技術開発の促進が期待される。
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